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1　プロジェクトの概要 

■ メンバー�

■ 活動� ・2001年、中島元助教のオムニバス演習が端緒 
・千束入谷一葉桜振興会（住民組織）と活動　　　 
・月1回ほどの東大メンバーでのMTG 
　地元でのMTGが１～２ヶ月に１回の頻度 

岡本祐輝（UDCK） 
鈴木亮平（D1） 
尾瀬敦裕、前川綾音（M2） 
遠藤友里恵、大森文彦（M1） 



活動場所 

光月町（千束入谷地区） 
Kogetsu-cho 
 
東京都台東区浅草の北部、 
「奥浅草」と呼ばれるエリア 
 
周辺には 
３万人ほどの人が訪れる酉の市や 
樋口一葉記念館、合羽橋道具街 
 
スカイツリー人気に伴う 
観光客増加に乗じ住民活動が 
さかんになっている地域 
 
 
都市デザイン研では、 
2007年度より周辺の 
いくつかの振興会とともに 
まちづくり活動を行なってきた。 
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通りを飾る材木 

光月町の歴史 

江戸時代には大名屋敷のあった場所に、明治時代につくられた「光月町」 
現在は千束２丁目、入谷２丁目となり光月町の名は使われていないが、 
地元の方々の地域振興活動の一環で、町内に光月町と書かれた路標が2009
年に作られた。 



  光月町の特徴 

光月町内に多く残る、江戸時代からの材木問屋の集積!
材木が醸し出す独特な通りの風景 

通りを飾る材木 



2　2010年度までの活動 
■まちづくりの指針をつくる 
・光月町のポテンシャル：材木屋の集積 
　それらを活用した成長戦略を練る 
　　　 
・住民の方々と議論を重ね、まちづくりの 
　理想を共有し、洗練させていく 

2009 

2010 

材木のまち・光月町 
ここへくれば、材木の端材でなんでもつくれるまちへ 
商店が再び立ち並び活気のあるまちへ 
歴史を感じる生き生きとしたまちへ 



2　2010年度までの活動 

■指針に基きアイデアだし 
・具体的なアクションプランの 
　アイデアを住民の方々と練っていく 
・絵や合成写真を効果的に用い 
　詳細なイメージまで共有していく 

2009 

2010 

■まちづくりの指針をつくる 

木材を使ったイベント「光月工房」を企画 



2　2010年度までの活動 

■アイデアは実際に 
　アクションにうつす！！ 
・アクションプランを実施し 
　まちに大きなうねりを生み出す 
・きちんと事後検討や反省を行い 
　住民の方々にフィードバックする 

・住民自らの手でこれからのまちづく　 
　りが行われていくよう方向付ける 

2009 

2010 

■指針に基きアイデアだし 

■まちづくりの指針をつくる 



３　2011年度の活動 
■アイデアは実際に 
　アクションにうつす！！ 

・住民の中でノウハウの蓄積が出来る
ようにする 
・学生だけでなく、住民からアイディ
アがでるように工夫する 

2010 

2011 

主催：一葉桜千束入谷振興会　協力：アド・インターフェース　東京大学都市デザイン研究室

細川銘木店

熊切材木店
くまきりざいもくてん

夏休みの宿題にぴったり !!
木材をつかって、かっこいい船をつくろう !!

とき　7/30( どようび )　ごご 1じから
ばしょ　熊切材木店（くまきりざいもくてん）
おかね　500 えん
もちもの　はんかち
ふくそう　よごれてもよいうごきやすいもの

材木屋さんがしっかりと指導いたしますが、製作にあたっては
工具を使用します。低学年のお子様は、なるべく保護者の方も
同伴してくださるようお願い致します。

参加ご希望の方は、事前に

電話または FAX でお申し込みください。
電話 03-3839-5229 ( アド・インターフェース内 )

FAX  03-3837-5709 ( アド・インターフェース内 )

ふねもくざい

なつやす しゅくだい

■光月工房を根付かせる 
■料金をとる試みをおこなう 
■振興会だけで運営できるようにする 



2011年度の活動  

　 �

   

 
６月　第１回光月工房�
 
 
 
 
７月　子供向け木工教室(有料)�
 
 
 
 
１１月　大人向け木工教室(有料)�

あじさい祭りに合わせた通常の光月工房�

夏休みの宿題に合わせて船と車を製作�

本格的に家具を制作�
通常の光月工房もおこなう(無料)�

毎月　活性化対策委員会で準備、反省�











①研究室から近い  

言問通りを東に、山手線を超えると、そこはもう下町  
イベント直前の打ち合わせが、密にできる  

浅草PJの魅力 



②アイディアを実行に移し易い  

木工は、誰にでも取り組め、  
また技術を教えることにより  
交流が生まれ易い  

浅草PJの魅力 



③協力してくれる地元の人が熱い！  
浅草PJの魅力 



④浅草は楽しい！  

戦前までは日本一の盛り場、魅力あるまち  

浅草PJの魅力 



3　活動のまとめ 

2011 ■イベントから持続的なまちづくりへの転換 
・地域の資源を使ったとりくみを持続的な、日常的なものにしていく。 
 
・有料化を通して、よりクオリティの高いものを提供する。 
 
・事後検討や反省を行ない、検討→実施→反省→実施・・・ 
　のプロセスを、地域の中で実施していく。 

2012~ ■持続的なまちづくりへを、地域の中で 
・地域でまちづくりの方針を考える 
 
・その方針にもとづいたイベントを開催する 



Thank you for listening!! 


